
 
 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よく固めた後、スチール缶を抜く 

グループで協力して作ろう！ 

火をつける瞬間は、ドキドキ 

事前準備（持ち物） 

１．団体 □救急道具 □ろうそく 
     （□防寒・防水タイプの手袋） 
２．個人 □冬の野外活動に適した服装や靴 □帽子 

□手袋 □携帯型カイロ 
３．施設 □バケツ □スチール缶 □スコップ 

     □指導用資料【資料 20】 

 

実際の活動（例） 
《実施日まで》 
１．ネイパル職員と打合せ（活動内容説明） 
２．活動場所の下見 
３．引率者による事前指導（グループ分け） 
４．事前準備、確認 

《当日》 
１．活動場所の確認 
２．実施判断 

・天候、体調、活動場所の状況等をもとに 
３．用具貸出 
４．活動実施 
  ・活動の流れ、安全、用具の説明 
５．用具返却 
６．（暗くなってから）点灯式 

《事後》 
 １．活動場所の現状復帰（キャンドルを壊した後、整地） 
 

指導・安全確保 
 １．引率者が、指導や安全確保を行う 

・人数や体調の確認をこまめに行う 
  ・近くを車が通る場合もあるため注意する 

※別紙資料を事前に確認し、指導に活用する 

 
留意点 
１．雪を固めるために水を使用する場合、事前に職員との

打合せを行う。また、水を汲む場所に引率者を配置す
る 

活動をした方の声 「相談して、オリジナルの作品ができた！」「灯かりをつけると、とても幻想的できれいだった！」 

 

  ２０１５年４月版 「体験的な活動の充実」 １７ 

 

雪や氷で作ったランタンにろうそくを入れて、オリジナルキャンドルを作っ

てみましょう。夜の屋外で灯る幻想的な光の美しさは格別です。 

活動紹介 


